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Abstract 
 

 Recently, it becomes keen on the use of personal computer applied to the information education. But it is not exactly clear 
the  precise picture of its use and also establish the method. This paper reports the result of the questionnaire survey of the 
use of personal computer and its education method in Gifu City Women's College. The survey aims to get basic data to 
improve the information education and to establish the policy of information education in the institution of the higher 
education. 
 The construction of this paper is given below; 
 

Prologue 
Ⅰ The purpose of this study 
Ⅱ The outline of questionnaire survey 
Ⅲ The details of survey items 
Ⅳ Result 
Ⅴ Conclusion 
Epilogue  

 

はじめに 

 

 岐阜市立女子短期大学（岐女短）は、英語英文学科、国際文

化学科、食物栄養学科、生活デザイン学科から構成される岐阜

市が設置する公立短期大学である。現在、岐女短ではこの全学

科に対して教養教育科目に情報処理Ⅰ（基礎）を卒業必修科目

として開講している。又、英語英文学科、生活デザイン学科に

対して更に、情報処理Ⅱ（応用）を開講しており、国際文化学

科では情報教育を重視すると云う観点から、情報処理概論、情

報処理演習Ⅰ（基礎）Ⅱ（応用）を開講し、近年の情報化時代

の社会に対応すべく、情報教育に対し教育カリキュラムの充実

をはかってきた。 

 そのような状況の中、平成 14 年度より高等学校で情報科の授

業が実施され、情報教育の低年齢化が進展しつつある今現在、

高等教育機関として大学は今後の情報教育のあり方について検

討しなくてはならない状況である。今後、高等学校で情報科を

学んだ学生が、平成 17 年には大学へと入学してくることにな

る。情報教育の開始時期の低年齢化に伴い、今後は情報教育全

体の高度化が発生し、大学に於ける基礎情報教育（デジタルメ

ディアリテラシー）の必要性は低下し、大学に於ける情報教育

の高度化は不可避な状況である。そこで小論では、以下のよう

なプロセスで研究を進める。 

 

Ⅰ 研究目的 

 

 基礎造形学会第 12 回大会（東京大会）に於いて、「日本に於

けるパーソナルコンピュータの普及とデザインの役割」という

主題で、日本に於いてどの様にパソコンが普及していったかと

いう過程を調査し、その考察として、その要因の一つにパソコ

ンによる「ものづくり」（デジタルデザイン）という考え方を

示した。又、同研究では 18 世紀イギリスから始まった産業革命

によって近代デザインの思想が誕生・確立していった過程と同

様に、今後、現在進行中であるデジタル産業革命で、新たなデ

ジタルデザインの思想を生み出していくのではないかと推測

し、今後パソコンが急速に普及、家電化していく過程に於いて、

デジタルデザインという能力が教養として必要となってくるの

ではないかとの予測を示した。そして、今後パソコンの大衆化

の末に、情報教育の中にデジタルデザインの概念を組み入れる

事が出来る可能性が存在すること、又、その結果として、デザ

イン教育のパラダイムの拡大が考えられるのではないかという

予想の元、新たなデザイン教育の枠組みの策定が今後、行う必

要があるのではないかとの考察を行った。 
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 そこで本研究「岐阜市立女子短期大学に於けるパーソナルコ

ンピュータの利用と、その教育に関する調査」では、デジタル

デザインに於ける新たなデザイン教育を策定する為に、その基

礎資料の作成として、以下の調査を実施した。 

 

Ⅱ 調査実施の概要 

 

１ 調査の目的 

 本調査は高等学校の情報科i)の実施に伴い生じてくると予想

される、大学、短期大学（以降、高等教育機関）に於ける情報

教育の高度化の必要性と、その方向性を予測するために行うも

のである。情報教育の高度化に関しては、社会・家庭に於ける

情報化の進展状況と、情報教育に対してどの様な需要が発生し

てくるかが重要な要因となってくる為、高等教育機関と、それ

に関連する人々に於ける、それらの事柄に関する諸特徴及び、

そこから発生してくるであろう問題の状況を、明らかにしなく

てはならないと考えられる。そこで本調査では、今後の高等教

育機関に於ける情報教育の充実及び、高等教育機関に於ける情

報教育施策の確立に、必要な基礎資料を得ることを目的とする。 

 

２ 予定調査対象団体 

 岐阜市立女子短期大学、岐阜県内及び、岐阜県近隣企業 

 

３ 予定調査対象者 

 岐阜市立女子短期大学学生、教職員、卒業生就職先企業（人

事担当者） 

 

４ 調査領域 

1) 調査対象者及び所属団体に於ける情報機器の普及状況 

2) 情報機器の利用状況 

3) 情報教育に対する考え方 

4) 情報教育と職業の関わり 

 

５ 調査方法等 

1) 質問紙（別紙）によるアンケート調査。 

2) 調査時期 

 調査時期は次の通りである。 

① 予備調査 

 名古屋大学、大学院、茂登山研究室：平成 14 年（2002 年）7

月 4日 

② 本調査 

 岐阜市立女子短期大学、英語英文学科：平成 14 年（2002 年）

7月 15 日から 7月 17 日までの期間、国際文化学科：平成 14 年

（2002 年）7 月 11 日から 7 月 22 日までの期間、食物栄養学科

：平成 14 年（2002 年）7 月 10 日から 7 月 11 日までの期間、生

活デザイン学科：平成 14 年（2002 年）7 月 11 日から 7 月 16 日

までの期間。本研究では研究対象を上記の予定調査団体・対象

者に設定しているが、小論では岐阜市立女子短期大学の学生に、

その調査対象を限定している。 

 

Ⅲ 調査項目詳細 

 

 小論は「パーソナルコンピュータの利用とその教育に関する

研究」の一節を構成する調査である。本調査では、以下の計 18

項目にわたる質問を、調査対象者に対して行った。それぞれの

質問は大きく分けると３つの領域に分類されるが、１では回答

者、個人に関する質問を行い、２では回答者のパソコンの利用

環境ついての質問を行い、３では回答者の今後のパソコンの利

用に関する希望を質問を行った。こちらが用意した各質問項目

に対しては、それぞれ調査項目と以下に記すような意図を予め

設定し、その回答によって調査意図に対する結果が示せるよう

に計画・実施した。本調査の実施にあたっては、予備調査を名

古屋大学情報文化学部、同大学院人間情報学研究科に所属する

学生に対して行い、その後のブレインストーミングの中から、

アンケートの質問項目等を精査した上で、調査対象である岐阜

市立女子短期大学に所属する学生に限定して行った。又、今回

の調査では大学という調査対象に限定した為、自記式の集合調

査法を用いた。尚、詳細な質問項目・計画詳細は以下の通りで

ある。 

 

A 質問項目・質問計画詳細 

 

１ あなた個人に関する質問を致します。 

 

 アンケートの集計結果に対して、社会に於ける、どの層の集

団に最も適合するかを判断するために、アンケート協力者、個

人に対する質問を行った。個人に関する質問は計３項目である。

今回は岐阜市立女子短期大学の学生に対して行ったため、各項

目に対して、ほぼ同様の解答が得られると思われるが、今後、

アンケート調査対象を拡大していった際、同一のフォーマット

で行いたい為、今回、あえて質問項目として設定した。 

 

問１ あなたの性別はどちらですか。 

①男性 ②女性 

 

 男女の性差によるニーズの差違を調査する為の質問である。

但し、今回のアンケートは本校の学生に対して行った調査のた

め、女性が 100%になるかと推測される。 
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問２ あなたの年齢は満おいくつですか。 

満（  ）歳 

 

 現在の年齢の違いによって、パソコンの教育ii)に対して、ど

の様にニーズが異なるかを調査するための質問である。先に設

定された性別の項目と合わせて、男女差と、その年齢層からラ

イフサイクルを割り出し、アンケート結果との相関関係を調査

するために、本項目を設定した。但し、今回は本校の学生に対

して調査を行ったため、18～20 歳までが大半を占めるかと思わ

れる。又、若干名であるものの、浪人、留年をした学生や、社

会人入学の学生が在籍する為、上記の範疇外の答えも存在する。 

 

問３ あなたの職業は次のどれに該当しますか。 

①管理職 ②事務職 ③営業職 ④技術職 ⑤専門職 ⑥自

営業 ⑦主婦 ⑧学生 ⑨無職 ⑩その他（   ） 

 

 現在、就業している職種の違いによって、パソコンの教育に

対する意識の差違があるかについて本項目では調査を行う。特

に女性の場合は、結婚によって大きくライフスタイルが変わる

ため、その性差別・年代別のライフスタイルとパソコンの関わ

りを調査する。本項目は世代（年齢）によって、ある程度の傾

向を示すとが可能だと推測されるが、今回は女子短大の学生に

対する調査であるため、他の職業との相関関係の考察は今後、

他の集団でのアンケート調査を行ってからの計画となる。 

 

２ あなたのパーソナルコンピュータ（パソコン）の利用環境

について質問を致します。 

 

 領域２では個人のパソコンの利用環境及び使用状況に対する

質問を行っている。本質問領域は今後、パソコン教育を推進し

ていく際、各個人個人がどの程度の利用環境を有しているか、

又、職場や学校で、どの程度の利用環境が確保されているかを

調査し、今後、行うべきパソコン教育の基本的な環境条件を精

査するものである。 

 

問４ あなたのパソコン歴は、次のどれに該当しますか。 

①0年 ②１年未満 ③1年～2年未満 ④2年～3年未満 ⑤

3年～4年未満 ⑥4年～6年未満 ⑦6年～8年未満 ⑧8年

～10 年未満 ⑨10 年以上 

 

 本項目は、アンケート対象者のパソコン使用歴を調査するこ

とによって、パソコン操作に関する能力を推測するものである。

パソコン使用歴と操作能力は、ある程度の相関関係にあると考

えられるが、実際にどの様に関係があるのか、どの程度のパソ

コン歴の学生を対象にパソコン教育を実施しなくてはならない

のかを明らかにする。又、パソコンの使用歴によって調査対象

を区分し、今後のそれぞれの項目に対しクロス処理を行い、使

用歴による調査結果の差違を比較検討する。 

 今回の調査は短大の学生を対象に行った為、授業でパソコン

を使用していることから、①0 年は無いと考えられるが、入学

後に初めて使用した場合には、②、③の答えが多くなる事が予

想される。又、今後、学校教育に於ける情報教育の本格的導入

によって、本調査項目であるパソコンの使用開始時期は低年齢

化する事が予想される。そこで、その変遷については今後、継

続して調査を行う事によって明らかにしたい。 

 

問５ あなたはパソコンを一日に平均何時間くらい使用してい

ますか。 

①0 時間 ②30 分未満 ③1 時間～2 時間未満 ④2 時間～3

時間未満 ⑤4時間～5時間未満 ⑥5時間以上 

 

 現在のパソコンの利用頻度を調査することによって、調査対

象者に於けるパソコンの生活への浸透度を測る。基本的に大学

の授業内でのパソコン使用頻度くらいであるのならば、平均す

ると、②及び③の回答が多くなると考えられる。但し、今回は

短大内での調査なので関係はないが、仕事で使用している場合、

使用時間は長いと考えられる。又、今後パソコンが単なる情報

機器ではなく、家電化していくとするのならば、家庭内に於い

ても使用時間は長くなっていくことが予想される。 

 

問６ あなたが自宅で使用しているパソコンは何ですか。（い

くつでも） 

①デスクトップ型パソコン ②液晶デスクトップパソコン 

③タワー型パソコン ④ノート型パソコン ⑤モバイル（サ

ブ）ノートパソコン ⑥WindowsCE 搭載機 ⑦自作パソコ

ン ⑧持っていない ⑨その他（   ） 

 

 初期のパソコンの多くはデスクトップ型のパソコンであった

が、その後、タワー型のパソコンが普及し、現在では液晶技術

の高度化低価格化が進み、液晶デスクトップパソコン、ノート

パソコンが急速に普及している段階だと思われる。おそらく使

用目的・用途とパソコンの仕様は、ある程度の相関関係を示す

と思われる。そこで本項目は、その状況を調査すると共に、今

後のパソコンの家電化がパソコンの形体をどの様に変化させて

いくかを予想し、検証を行う。但し、検証に正確さを求めるの

ならば、今後も継続した調査が必要だと思われる。 
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問７ あなたが自宅で使用しているパソコン（OS）は何ですか。

（いくつでも） 

①Windows3.1，WindowsNT4，Windows95，Windows98 ②

Windows2000  ③ WindowsMe  ④ WindowsXp  ⑤

MacOS8.x ⑥MacOS9.x ⑦MacOSX ⑧UNIX，Linux 
⑨わからない ⑩使っていない ⑪その他（   ） 

 

 現在、使用中の OS を調べることによって、調査対象団体の

平均的なパソコン利用環境を明確化し、実際に大学で、どの程

度の利用環境でパソコン教育が可能かを、策定する為の資料と

する。おそらく今、現在使用している OS を調べることによっ

て、大体のパソコンの購入時期などが推測できる為、パソコン

本体の更新時期、間隔、などの判断が可能だと考える。現在、

パソコンは急速に高度化している為、数年前のシステムでは、

先端の高度な授業が行えない可能性が高いと思われる。本調査

ではその為、本項目からパソコンの更新時期を明らかにし、シ

ステム環境に適合したレベルでの授業を設定、実施する必要が

あると考える。 

 

問８ あなたの持っている周辺機器は何ですか。（いくつでも） 

①MO ②CDR ③DVD ④インクジェットプリンタ ⑤

モノクロレーザプリンタ ⑥カラーレーザプリンタ ⑦スキ

ャナ ⑧デジタルカメラ（デジカメ） ⑨なし ⑩その他

（   ） 

 

 本項目は調査対象者の現在、所有している周辺機器を調査す

ることによって、調査対象者の現在の使用目的・状況を推測す

ると共に、今後、大学として整備が求められる教育環境（周辺

機器）を明らかにするものである。 

 

問９ あなたは主にパソコンを何に利用していますか。（いく

つでも） 

①ワープロ ②表計算 ③インターネット ④データベース 

⑤E-メール ⑥デジカメ利用のホームプリント ⑦画像処理 

⑧CG の制作 ⑨音楽の制作 ⑩年賀状等の制作 ⑪ホーム

ページ制作 ⑫ビデオ編集 ⑬プレゼンテーション ⑭

CAD ⑮ゲーム ⑯プログラミング ⑰なし ⑱その他

（   ） 

 

 現在のパソコンの利用用途を明らかにする事によって、求め

られるパソコン教育像を明らかにする。但し現在、パソコンを

ある目的に於いて、すでに利用しているということは、今後、

その目的に対しては教育をしなくてはならないという必然性が

低いという考え方も出来る。故に他の質問項目と複合的に比較

検討を行い、今後のパソコン教育の方向性を明らかにしなけれ

ばならないであろう。 

 又、現在の利用用途、と現在のパソコンを中心とした環境を

比較し、その利用度を調査を併せて行う。 

 

問 10 あなたのパソコンには、どのようなソフトがインストー

ルされていますか。（いくつでも） 

① Microsoft Word  ② Microsoft Excel  ③ Microsoft 
Powerpoint ④Microsoft Access ⑤JUSTSYSTEM 一太郎 

⑥JUSTSYSTEM 花子 ⑦EG ワード ⑧Adobe Photoshop 
⑨Adobe PhotoDeluxe，Adobe PhotoshopElements  ⑩

Adobe Illustrator  ⑪ Adobe PageMaker  ⑫ Adobe 
InDesign ⑬QuarkXPress ⑭Macromedia Director ⑮

Corel Painter ⑯Corel DRAW ⑰PaintShop ⑱わからな

い ⑲なし ⑳その他（   ） 

 

 本項目は、所有しているソフトを調査することによって、ど

の様なソフト面での環境が一般的に整備されているかを明らか

にするものである。現在、パソコンは情報機器から情報家電へ

と普及の段階にあると考えられるが、基本的にはソフトウェア

と組み合わせて使用する機械であり、ソフトウェアが無いと使

用が著しく制限される機械である。そういう意味では一般的に

どの種類のソフトウェアが、どの程度普及しているかを調査す

ることは、パソコン教育を進める上で非常に重要である。そし

て、各種の教育機関でソフト面に関する環境の整備を新規に進

める際に、その判断資料としても意義があると考えられる。 

 又、問 10 の質問とのクロス処理によって、インストールはさ

れているものの、利用度が低いソフトを調査することが可能で

あり、それに対する教育についての可能性、意義について検討

を行う。 

 

問 11 あなたのインターネット歴はどのくらいですか。 

①0年（経験なし） ②6ヶ月未満 ③6ヶ月～1年未満 ④1

年～2年未満 ⑤2年～3年未満 ⑥4年～6年未満 ⑦6年以

上 

 

 本学学生に於いては、現在大学でインターネットを自由に使

える環境にある為、使用したことのない学生は皆無だと考えれ

るが、その様な状況を考慮し、本項目では調査対象者のインタ

ーネット歴の調査を行う。 

 

問 12 あなたは、どのような機器でインターネットに接続して

いますか。（いくつでも） 

①パソコン ②携帯電話，PHS  ③なし ④その他

（    ） 
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 現在、インターネットに接続する情報端末機器としては、様

々なものが存在している。本調査対象者である女子短大生に於

いては、感覚的にインターネットに接続可能な携帯電話に比べ、

自宅でパソコンを所有度している割合は低いと感じているが、

問 6 では、その事について調査し、本項目ではインターネット

への接続を主にどの様な情報機器で接続しているかを問 6 と比

較・調査を行う。 

 

問 13 あなた主にインターネットで、どのようなサイトを利用

していますか。（いくつでも） 

①趣味に関するサイト ②研究・学習に関するサイト ③時

事ニュースのサイト ④掲示板サイト ⑤通信販売のサイト 

⑥ネットオークションサイト ⑦なし ⑧その他（   ） 

 

 本項目では調査対象者がインターネットを、どの様な目的で

利用しているかを明らかにする。又、インターネットが大学の

基本的な設備として。有効に活用されているか、又、どの施設

に、どの程度のネット環境を充実させるかの検討する際の資料

とする。 

 

問 14 あなたの E-メール（携帯メールを含む）歴は、どのくら

いですか。 

①0年（経験なし） ②6ヶ月未満 ③6ヶ月～1年未満 ④1

年～2年未満 ⑤2年～3年未満 ⑥4年～6年未満 ⑦6年以

上 

 

 現在、一般の人々の間でも E-メールは広く普及し、電話と並

ぶコミュニケーションの大きな手段となっている。しかし E-メ
ールが、ここまで急速に普及したのは、ここ数年のことだと思

われる。そこで本項目では被調査者の E-メール歴を調査し、そ

の普及の伸展度を明らかにする。又、今回は学生を対象とした

為、デジタルメディアリテラシーとして、今後どの様にメール

を扱っていくかを判断する資料としたい。 

 

問 15 あなたは、どのような機器で E-メールを行っています

か。 

①パソコン ②携帯電話，PHS  ③なし ④その他

（    ） 

 

 急速な E-メールの普及に於いて、携帯電話でのメールが果た

した役割は非常に大きい。内閣府の「IT による家族への影響実

態調査」（2001 年）iii)によるとインターネットに接続する方法

として男性がパソコン（自宅）50.5%、移動電話 35.3%に対し

て、女性はパソコン（自宅）39.9%、50.2％となっている。そ

して、その利用目的として、女性は 86.3%（複数回答）が私用

メールをあげている。実際、大学で学生が携帯電話を利用して

いる様子を見ていると、その多くがメールをしているように思

われる。そこで本項目では、E-メールをどの様な情報端末で利

用しているかを明らかにする。 

 

３ あなたの今後のパソコン利用について質問を致します。 

 

 領域３では調査対象者のパソコンの利用目的・方法・今後の

希望などの調査を行う。基本的にパソコンは汎用の情報機器で

ある為、様々な用途に使用出来るが、その元々の利用目的が曖

昧が故に、あまり使用されていない状況があるのではないかと

考えられる。そこで調査対象者の利用状況を調査することによ

って、今後の情報教育の在り方について検討する。 

 

問16 あなたは今後パソコンで、どのような事をしたいですか。

（いくつでも） 

①ワープロ ②表計算 ③インターネット ④データベース 

⑤E-メール ⑥画像処理 ⑦CG の制作 ⑧音楽の制作 ⑨

デジカメ利用のホームプリント ⑩年賀状等の制作 ⑪ホー

ムページの制作 ⑫ビデオ編集 ⑬プレゼンテーション ⑭

CAD ⑮ゲーム ⑯プログラミング ⑰なし ⑱その他

（   ） 

 

 本項目では今後のパソコンの利用希望についての調査を行

う。質問領域２で調査したパソコンの利用環境と照らし合わせ

て、今後の利用希望と、実際に実現可能となるであろうカリキ

ュラムとの整合性について検証を行う。又、現在の利用と今後

の利用にどの様な差違があるかを調査し、パソコンの未利用領

域に於ける新規教育の可能性を探る。 

 

問 17 あなたは今後パソコンに関して、大学で、どのような事

について学びたいですか。（いくつでも） 

①ワープロの操作 ②表計算の操作 ③E-メールの利用 ④

データベースの構築 ⑤ホームページ制作 ⑥画像処理 ⑦

CG の制作 ⑧音楽の制作 ⑨年賀状等の制作  ⑩デジタ

ルビデオの編集 ⑪インターネットによる検索 ⑫CAD に

よる図面作成 ⑬プレゼンテーションへの利用 ⑭ゲームの

制作 ⑮ネットワークの構築・管理 ⑯パソコン・ハードの

構築・管理 ⑰プログラミング ⑱情報倫理 ⑲なし ⑳そ

の他（   ） 

 

 今後のパソコン利用希望と大学教育に対しての希望とでは多

少異なってくることが予想される。前項で検証を行ったパソコ
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ンの未利用領域に於ける新規教育について、本項目の結果と比

較することによって検証を行う。 

 

2) 英語英文学科 

 英語英文学科に於ける各質問項目別のアンケート統計結果

は、以下の通りである。（表.3）（表.4） 

 

問 18 あなたは今後、情報教育として、大学でどの程度のパソ

コンに関する教育をすべきだと考えますか。（いくつでも） 表.3 ① 英語英文学科一年生（計 57 人） 

①パソコン、ソフトの基礎的な操作方法の習熟 ②ソフトの

高度な利用方法の習熟 ③ネットワークの管理 ④パソコン

で制作する際のデザイン的な能力の養成 ⑤パソコンのハー

ドに関する知識 ⑥プログラミングに関する知識・技術 ⑦

必要なし ⑧その他（   ） 

 

 本項目では社会全体として一般的に大学の情報教育像を、ど

の様に捉えているかを調査する。今回は岐女短内でのアンケー

トであったが、今後その調査対象を一般にまで広げ、先に検証

したパソコン未利用領域に於ける新規教育の可能性について、

大学の情報教育像と、どの様な差違があるかを比較検討を行い、

大学に於ける情報教育の社会的な意義を明らかにする。 

表.4 ② 英語英文学科二年生（計 53 人） 

 

 

Ⅳ 調査・統計結果 

 

1 各学科統計結果 
 

 各学科の各学年に於ける質問別のアンケート統計集計結果

は、以下の通りである。 
3) 食物栄養学科 

 食物栄養学科に於ける各質問項目別のアンケート統計結果

は、以下の通りである。（表.5）（表.6） 
 

1) 国際文化学科 
表.5 ① 食物栄養学科一年生（計 57 人） 

 国際文化学科に於ける各質問項目別の統計結果は、以下の通

りである。（表.1）（表.2） 

表.1 ① 国際文化学科一年生（計 69 人） 

表.6 ② 食物栄養学科二年生（計 52 人） 

表.2 ② 国際文化学科二年生（計 59 人） 

 

4) 生活デザイン学科 
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 生活デザイン学科に於ける各質問項目別のアンケート統計結

果は、以下の通りである。（表.7）（表.8） 

表.7 ① 生活デザイン学科一年生（計 60 人） 

表.8 ② 生活デザイン学科二年生（計 59 人） 

 

２ 各質問項目別統計結果 

 各質問別のアンケート統計集計結果は、以下の通りである。 

 

問１ あなたの性別はどちらですか。（表.9）（表.10） 

 今回、本アンケートは岐女短の学生に対して行った為、466

人中、466 人が女性であった。 

表.9 

 

表.10 

 

問２ あなたの年齢は満おいくつですか。（表.11）（表.12） 

 短期大学の学生は多くが 18～20 歳までの学生である為、食物

栄養学科の二年生以外は、一年生、二年生ともに平均が 20 歳以

下であった。食物栄養学科の場合、社会人入学による学生が他

学科に比べ多く在籍している為、平均年齢が高い数値を示した

と考えられる。 

表.11 

表.12 

 

問３ あなたの職業は次のどれに該当しますか。（表.13）

（表.14） 

 今回は岐女短の学生に対して行ったアンケートである為、あ

まり意味のない質問項目であった。本質問は一つのみの回答と

した為、社会人入試の学生にとっては選択に困る回答であった

かもしれない。国際文化学科２名が事務職、食物栄養学科の２

名が主婦の計４名以外は、すべて学生であった。但し、社会人

入試による学生は、4 名以上在籍しているが為、他は学生を選

択したと思われる。 

表.13 

表.14 

 

問４ あなたのパソコン歴は、次のどれに該当しますか。

（表.15）（表.16） 

 各学科とも一年生は「②１年未満」が最も多く、二年生は「③

１年～２年未満」が最も多い数値を示している。これは大学に

入学してきてからパソコンを始めた学生が現段階では最も多い

事を示している。そういう意味では現段階に於いてパソコン初

心者に対する基礎的なパソコンリテラシー教育は、非常に重要

だといえる。但し今後、情報科の教育が行われ、その様な学生

が入学してくるようになると、この数値は高くなっていくこと

が予想される。 
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表.15 

表.16 

 

問５ あなたはパソコンを一日に平均何時間くらい使用してい

ますか。（表.17）（表.18） 

 

 本項目では一年生と二年生では異なる傾向を示しており、国

際文化学科、英語英文学科、生活デザイン学科では二年生の場

合は「③30 分未満」に顕著なピークが現れるのに対し、一年時

には「②30 分未満」、「③１時間～２時間未満」の差があまり

見られない。 

 又、食物栄養学科では一年生では「②30 分未満」、二年生で

は「③１時間～２時間」に顕著なピークが見られる。おそらく

これは各学科のカリキュラムの問題が大きく、パソコンを使用

する授業が何年時に多く入るかによって、差違が現れるのでは

ないかと考えられる。そういう意味では本学の場合、授業以外

でパソコンの使用率が比較的低く、授業の有無によって使用時

間が大きく影響される為、一年生と二年生に大きな差が現れる

と考えられる。 

 

表.17 

 

表.18 

 

問６ あなたが自宅で使用しているパソコンは何ですか。（い

くつでも）（表.19）（表.20） 

 本項目でピークが見られるのは「①デスクトップ型パソコン」

と「④ノート型パソコン」であるが、英語英文学科、食物栄養

学科、生活デザイン学科では二年生に「①デスクトップ型パソ

コン」が多く、一年生に「④ノート型パソコン」が多い。これ

はおそらく社会一般的なノート型パソコンの普及過程を証明す

るものだと考えられる。しかし、国際文化学科では他学科に比

較すると一年生の「④ノート型パソコン」の回答数が異常に低

く、その代わりに「②液晶デスクトップパソコン」、「⑳タワ

ー型パソコン」が非常に高くなっている。又、国際文化学科の

一年生に於いては「⑧持っていない」が、一人もいないという

結果となった。これは国際文化学科で本年度入学の一年生に対

して、パソコンの購入に関して何らかの指導があったのではな

いかと推測される。 

表.19 

 

表.20 

 

問７ あなたが自宅で使用しているパソコン（OS）は何ですか。

（いくつでも）（表.21）（表.22） 

 すべての学科・学年に於いて「⑩使っていない」以外では、

①の回答にピークがきており、多くの学生が数年前の旧式の OS
を使用していることが分かる。そして、すべての学科に於いて

二年生には「③WindowsMe」、二年生には「④WindowsXp」
がついで多く見られることから、入学時に新規で購入したパソ

コンを使用していることが分かる。 

 又、本質問は先の質問と対応している為、使用しているパソ

コンが持っていない場合、自宅で使用している OS は当然、使

っていないとなるはずだが、答えは一致しておらず微妙に異な

る。これは回答者が設問の意味を勘違いしたということもある

が、現在の学生のパソコンに対する知識から、OS という言葉自

体が良く分からなかったという可能性も否定出来ない。 

 又、国際文化学科一年生の、「⑩使っていない」の回答が 17
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人と他学科と比較しても非常に多く、先の持っていないが 0 人

という回答とは大きく異なる結果となった。 

表.21 

 

表.22 

 

問８ あなたの持っている周辺機器は何ですか。（いくつでも）

（表.23）（表.24） 

 本質問の回答は「④インクジェットプリンタ」が最も多く、

ついで「②CDR」、「③DVD」となっている。 

 近年ではインクジェットプリンタの高性能化と低価格化とあ

いまって、パソコンの購入時にインクジェットプリンタをセッ

トで購入することも多く、現在でのインクジェットプリンタの

普及率の高さを証明している。そして、ついで CDR や DVD に

関して多い回答が得られているのは、最近のパソコンは初めか

ら内蔵式で持っていることが多い為だと思われる。 

 又、今回「⑥カラーレーザプリンタ」に対し 79 人と、非常に

多い回答が集まっているが、実際に一般的なカラーレーザプリ

ンタの普及率と比較した場合、今回の回答数は明らかに数値が

高く不自然だと思われる。これは本質問の回答にカラーインク

ジェットプリンタという回答項目がない設定されていない為

（現在、一般的に販売されているモノクロ専用のインクジェッ

トプリンタが無い為、あえて設定をしなかった。）、カラーで

出力している学生が、「⑥カラーレーザー」を誤って回答して

しまったせいではないかと思われる。 

 近年、コンシューマ向けにカラーレーザプリンタがようやく

売り出された事を考えるのならば、岐女短のパソコンの普及率

から類推しても、今回、カラーレーザのを選択した学生のほと

んどがカラーインクジェットプリンタを所有しているのいるの

ではないかと思われる。そう考えるのならば、インクジェット

プリンタの所有率は、先の数値より更に高くなることが推測さ

れる。今後、同様のアンケートを採る際には、誤った解答をさ

ける為にも、本回答項目を「×インクジェットプリンタ→○カ

ラーインクジェットプリンタ」と、変更を行い調査を行うべき

であろう。 

表.23 

 

表.24 

 

問９ あなたは主にパソコンを何に利用していますか。（いく

つでも）（表.25）（表.26） 

 全学科全学年とも、「①ワープロ」計 315 人、「③インター

ネット」計 357 人と、非常に高い数値を示している。そして、

ついで高いのが「②表計算」計 203 人となるが、ワープロ、表

計算などは殆どが授業で行われていることであり、学生の多く

は主に授業の中でパソコンに親しんでいると考えられる。特に

表計算は英語英文学科、生活デザイン学科に於いては二年生の

方が使用率が高いが、一年生と二年生の差が大きく、国際文化

学科（一年生：30.4%）（二年生：35.5%）、食物栄養学科（一

年生：54.3%）（二年生：84.6%）では二年生の方が高いという

結果になった。 

 又、パソコンによる E-メールに関してはあまり高い数値は得

られなかったが、英語英文学 2 年生だけ 60.3%と高い数値を示

している。これらの学科、学年による数値の違いに関しては、

他に外的原因も考えられないことから、その主たる原因は授業

のカリキュラムによるものだと思われる。そういう意味では学

生がパソコンを使用する主な要因は大学の授業に大きく影響さ

れるのではないかと思われる。 
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表.25 表.28 

  

問 11 あなたのインターネット歴はどのくらいですか。

（表.29）（表.30） 

 一年生の統計結果に関しては、国際文化学科、英語英文学科、

食物栄養学科の３学科に於いては「②６ヶ月未満」が一番多く、

ついで「④1年～2年未満」となっている。それに対して 2年生

の統計結果では、「⑤2年～3年未満」が一番多くなっている。 

 これは、やはり問 7 での調査結果が示すとおり、大学入学時

に新しくパソコンを購入した学生が相当数いると云う事と、大

学の授業でインターネットを初めたという学生が多くいるから

だと推測される。又、生活デザイン学科に於いては、一年生と

二年生を比較した場合、一年生の方が総じてインターネット歴

が長いという奇妙な結果となった。 

表.26 

 

問 10 あなたのパソコンには、どのようなソフトがインストー

ルされていますか。（いくつでも）（表.27）（表.28） 

 すべての学年・学科に於いて、「Word」計 312 人と最も多く、

その後「②Exel」計 309 人、「③PowerPoint」計 103 人、「④

Access」61 人と高い数字が並ぶ。これはパソコン購入時に

Windows と共に Microsoft Office がバンドルで設定されてお

り、学生がそれを購入しているせいだと考えられる。又、それ

以外にもワープロソフトの「⑤一太郎」が計 72 人と多く、「⑧

Photoshiop」計 20 人、「Illustrator」計 12 人と、CG 関係の

ソフトを所有する学生も多い。 

 そしてジャンル的にはワープロソフトが 385 人、フォトレタ

ッチソフトが 32 人、ドロー系ソフトが 24 人と続く。学科別の

傾向としては画像加工の為のソフトであるPhotoshopでは大き

な差が見られないのに対し、作図ソフトである Illustratorでは、

生活デザイン学科の学生に於ける所有率が比較的に高い傾向を

示している。これはおそらく生活デザイン学科という学科の特

殊性と、Illustrator の操作方法が CAD と類似しており、CAD
を学習している生活デザインの学生にとって、親近性が高いた

めだと思われる。 

表.29 

表.30 

 

問 12 あなたは、どのような機器でインターネットに接続して

いますか。（いくつでも）（表.31）（表.32） 

 従来では、インターネットといえばパソコンによる接続が一

般的であったが、近年、携帯電話・PHS の多機能化、通信速度

の向上により、インターネットの接続機器も多様化している。

その結果、今回の被調査者全体では「①パソコン」計 364 人、

「②携帯電話、PHS」計 286 人の学生がインターネットに接続

しており、「③なし」は、わずか 46 人であった。今回は自宅と

いう限定を行わなかった為、パソコンによる E-メール利用と比

較してみても、高い利用率となった。又、パソコンだけではな

く、予想以上の多くの学生が携帯電話、PHS を用いて、インタ

ーネットに接続しており、パソコンと使い分けをしている実体

が浮かび上がってくる。 

表.27 
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表.31 表.33 

表.32 表.34 

  

問 14 あなたの E-メール（携帯メールを含む）歴は、どのくら

いですか。（表.35）（表.36） 

 本項目に於いて被調査者全体の中で一番に多かった答えが

「⑥4 年～6 年未満」計 188 人、次いで多かったのが「2 年～3

年未満」計 154 人であった。これは各学科、各学年とも、ほぼ

同様の傾向を示しており、そういう意味でこの調査結果は、こ

の年代の女子大学生の一般的な傾向と考えて良いだろう。又、

この数値は携帯電話によるメールを含めた値である為、パソコ

ン歴と比較した場合、メール歴の方が長い結果となったのだと

思われる。その E-メールに於ける携帯電話の使用に関しては、

次の質問結果で、より明らかになる。 

問 13 あなた主にインターネットで、どのようなサイトを利用

していますか。（いくつでも）（表.33）（表.34） 

 被調査者全体で一番多かったのが「①趣味に関するサイト」

計 404 人、次いで多かったのが「②研究・学習に関するサイト」

計 268 人であった。これは各学科、各学年とも大体に於いて同

様の傾向を示したが、唯一、食物栄養学科の二年生では「②研

究・学習に関するサイト」が計 51 人（98%）と高い数値を示し

ており、「①趣味に関するサイト」計 38 人（73%）を、大きく

超える結果となった。これは食物栄養学科では、二年時の授業

の中で、インターネットを用いた学習を取り入れている為だと

推測される。 

表.35  又、今回「⑧その他」が計 16 人と多かったが、その多くは「就

職に関するサイト」の利用者であった。今回の調査で、もしこ

の様な項目が予め設定されておれば、もっと多くの値でのアン

ケート結果が出たかと思われる。この様に多くの人が応えるよ

うな項目は、予め選択肢の中に設定すべきであり、今後、調査

を行う場合には「就職に関するサイト」の項目を追加する必要

があるだろう。 

 

表.36 

 

問 15 あなたは、どのような機器で E-メールを行っています

か。（表.37）（表.38） 

 被調査者全体では「②携帯電話、PHS」が一番多く、計 438

人で、二番目に多いのが「①パソコン」計 185 人であった。こ

れは全学科、全学年に於いて同様の傾向を示しており、先の質

問の予測を裏付けた結果となった。つまり、現在の女子短大生

の多くは高校生くらいの頃から、携帯によるメールを使いこな

しており、大学に入学後に、パソコンによるメールを始めた者

もいるが、現在でも尚、多くは携帯によるメールを愛用してい

るという、ライフスタイルが推測される。 
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表.37 

 

表.38 

  

問 17 あなたは今後パソコンに関して、大学で、どのような事

について学びたいですか。（いくつでも）（表.41）（表.42） 

問16 あなたは今後パソコンで、どのような事をしたいですか。

（いくつでも）（表.39）（表.40） 

 本質問項目で一番多かった答えが「①ワープロ」計 187 人で

あったが、次いで多かったのが「②表計算」計 172 人で、当初

の予想と比較すると以外に、その差は少ない結果となった。 

 被調査者全体の値を高い方からみると、「③インターネット」

計 333 人、「②E-メール」計 281 人、「①ワープロ」計 244 人、

「②表計算」計 205 人となる。これは問 9 の質問と比較した場

合、「②E-メール」が計 154 人から若干人数を増やしているも

のの、ほぼ同様の傾向を示している。これはおそらく携帯によ

るメールだけではなく、今後はパソコンによる E-メールを行っ

てみたいという学生の意志の現れだと推測される。 

 又、「①ワープロ」「②表計算」の学科別、学年別傾向を見

てみると、生活デザイン学科をのぞく３学科で一年生の方が二

年生より高い数値となった。これは学習意欲の問題というより

は、一年時にワープロの基礎を学んだことにより、二年生では

更に別の高度な内容を学習したいという意欲の現れだと推測さ

れる。但し、全体的に二年生は学習希望が各項目へ分散・多様

化する傾向がみられ、又、総じて二年生より一年生の方がパソ

コンに対する学習意欲が高い傾向があると思われる為、この様

な結果になった可能性も十分に考えられる。 

 又、各学科別の傾向では、国際文化学科と食物栄養学科の二

年生で、「④データベース」に対する答えが多く、（国文二年

：10 人）（食栄二年：15 人）、食物栄養学科の一二年生で「⑬

プレゼンテーション」が、一年生：6 人、二年生：12 人と、他

学科と比較すると若干多い。これはおそらく両学科の授業の中

で、上記に関するソフトを、ある程度利用しているのではない

かと思われる。そういう意味では CAD の授業を行っている生

活デザイン学科では、「⑭CAD」の値が一年生：16 人、二年生

：9人と高いのも当然のことだと言える。 

表.41 

 

表.42 

 

問 18 あなたは今後、情報教育として、大学でどの程度のパソ

コンに関する教育をすべきだと考えますか。（いくつでも）

（表.43）（表.44） 

 被調査者の全体として一番多かった答えが「①パソコン、ソ

フトの基礎的な操作方法の習熟」計 397 人であった。次いで「②

ソフトの高度な利用方法の習熟」計 155 人、「④パソコンで制

作する際のデザイン的な能力の育成」計 146 人となったが、学

科別、学年別では顕著な違いは、あまり見られなかった。 

表.39 

 但し生活デザイン学科では「①パソコン、ソフトの基礎的な

操作方法の習熟」に於いて、一年生：40 人、二年生：50 人と、

他学科とは反対の傾向を示した。これは先の調査と似た傾向で

あり、生活デザイン学科の二年生ではワープロ、表計算といっ

た基礎的な内容に対する希望が比較的高い事が伺える。この理表.40 
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由は不明だが、たまたまこの学年の傾向なのか、生活デザイン

学科の二年生という状況が、その様な傾向があるのかは、今後

の調査が必要である。但し生活デザイン学科の一年生だけ、パ

ソコン教育の基礎的な学習が、不十分だったという可能性も考

えられる。 

 

1) 問 16 とのクロス集計（表.45）（表.46） 

 問 4 の結果で得られたパソコンの使用歴別による被調査者群

の各層と、問 16「あなたは今後パソコンで、どのような事をし

たいですか。」の回答との、相関関係から考察を行った。 

 パソコンの今後の使用希望の総計に関しては、回答の上位か

ら順に「③インターネット」、「⑤E-メール」、「①ワープロ」、

「②表計算」となっており、この集計はクロス集計を行った全

ての層に於いて、ほぼ同様の傾向がみられた。 

 そこでデザイン関係の項目に着目してみると、「⑥画像処理」

は F 層で 41%、G 層で 40%の人が、今後の利用を希望しており、

「⑦CG の制作」でも F 層で 34%,G 層で 29%の人が、今後の利

用を希望し、同様の傾向を示した。つまり、比較的ユーザー歴

の長い者は、デザイン的な「ものづくり」に対して利用を希望

している傾向があると云う事が分かった。それに対してワープ

ロは、どの層でも 50%程度の回答を集めたが、最も経験歴の長

い G 層では 29%と少ない結果となった。しかし、ワープロは F
層では 59%と、比較的高回答であったことを考えるならば、経

験歴の長さで、その志向が左右するとは言えないと思われる。 

表.43 

 今回の調査は複数回答で行った為、回答が比較的に分散し易

く、一般的な選択肢に於いて値が高くなる傾向がみられた。又、

元々パソコンが汎用機であるということを考えると、使用する

内容が多岐にわたるのは当然の結果だと言える。 

表.44 

 

Ⅴ デザインとの関わりからの分析・考察 

 

 前章ではアンケート調査の結果について述べてきた。そこで

本章では、その結果をデザインとの関わりのある項目、「画像

処理」、「CG の制作」、「年賀状等の制作」等、に着目しな

がら分析・考察を行う。 

 

１ 使用歴による質問間クロス集計 

 本項では被調査者のパソコン使用歴から、パソコンの利用・

学習などの傾向の調査を行う。調査に使用する項目は問 4「あ

なたのパソコン歴は、次のどれに該当しますか。」、問 16「あ

なたは今後パソコンで、どのような事をしたいですか。」、問

17「あなたは今後パソコンに関して、大学で、どの様なことに

ついて学びたいですか。」、問 18「あなたは今後、情報教育と

して、大学でどの程度のパソコンに関する教育をすべきだと考

えますか。」の、計 4項目に関して行う。 

表.45 

 

 クロス集計は、問 4 のアンケート結果による使用歴の違いか

ら、「A 層：0 年」、「B 層：1 年未満」、「C 層：1 年～2 年

未満」、「D 層：2年～3年未満」、「E 層：3年～4年未満」、

「F 層：4年～6年未満」、「G 層：6年以上」、の各層に分類

し、その各層によって、どの様な嗜好の違いが出るのか、調査

をおこなった。 

表.46 
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2) 問 17 とのクロス集計（表.47）（表.48） 

 問 4 の結果で得られたパソコンの使用歴別による被調査者群

各層と、問 17「あなたは今後パソコンに関して、大学で、どの

様なことについて学びたいですか。」の回答との、相関関係か

ら考察を行った。この質問は大学という特定の条件下での学習

ということで条件に制限をかけ、その設定が各層に於いて、ど

の様な回答の傾向を示すかについて考察を行う。 

 大学での学習希望に関しての総計は、回答の上位から順に「①

ワープロの操作」、「②表計算の操作」、「⑤ホームページの

制作」「③E-メールの利用」となった。しかし、今回の質問で

は比較的回答上位では希望が万遍なく集まり、その差は非常に

少なかった。又、各層と比較してみても、その傾向は必ずしも

総計の傾向とは一致しなかった。この回答が比較的多く集まっ

たという現象は、おそらく大学での情報教育に対する、学生の

学習意欲が高いことを示していると思われるが、上位の回答が

平均化してしまった主な原因は、使用歴別による各層が、それ

ぞれ異なった傾向を示した結果、総計が平均化されてしまった

からだと言える。例えばワープロの項目に関しては、初心者で

ある A 層では A 層の人数に対して 45%と多くを占めるのに対

し、F 層では F 層の人数に対して 20%,G 層では 23％しかいな

かった。又、それとは逆に、デザイン系の項目である「⑥画像

処理」では、G 層が 52%、F 層が 36%であるのに対し、A 層で

は 16%しかいなく、同類の「⑦CG の制作」では G 層が 47%、

F 層が 43%で、A 層が 3%という結果となった。この様に従来の

情報基礎、情報リテラシーで扱われていたような基本的なパソ

コンの操作方法に類するもの、ワープロ、表計算などの各項目

と、デザイン系の項目とでは、ほぼ反比例に近い傾向を示して

おり、その結果、全体の総計では平均化されているのである。 

 又、インターネット関係の項目は今までの質問の場合、比較

的回答の上位へと位置付けられていたが、本質問の場合、「⑪

インターネットによる検索」は、83 人と少なかった。おそらく

これは学生にとって、インターネットは教育の目的ではなく、

学習の手段であったり、趣味の範疇で扱う事だと云う意識付け

が、なされているからではないかと推測される。この様な傾向

は「⑨年賀状の制作」にもみられ、あまり趣味的なものは大学

に於ける学習の対象として不適切だと、学生自身が考えている

のではないかと思われる。又、今回は女子短大という調査対象

団体であった為、高度な専門性を必要とされるような項目にも、

あまり回答が集まらなかった。 

表.47 

 

表.48 

 

3) 問 18 とのクロス集計（表.49）（表.50） 

 問 4 の結果で得られたパソコンの使用歴別による被調査者群

各層と、問 18「あなたは今後、情報教育として、大学でどの程

度のパソコンに関する教育をすべきだと考えますか。」の回答

との、相関関係から考察を行った。 

 パソコンの教育要望の総計に関しては、回答の上位から順に

「①パソコン、ソフトの基礎的な操作方法の習熟」、「②ソフ

トの高度な利用方法の習熟」、「④パソコンで制作する際のデ

ザイン的な能力の育成」、「⑥プログラミングに関する知識・

技術」となっており、この集計はクロス集計を行った全ての層

に於いて、ほぼ同様の傾向がみられた。但し①は比較的初心者

層に於いて多くの割合を占めるものの、F、G 層といった上級

者には占める割合が低くなっている。又、ソフトの高度な利用

に関しては上級者の G 層で 41%であるのに対し、初心者の A 層

では 25%と、基礎的な操作方法の習熟とは反対の結果が得られ

た。しかし、他の中間層では良いデータが得られず、偶然の可

能性も高い為、傾向として示すまでには至っていない。 

表.49 
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表.52 

 

2) 相対比較 

 ここでは各選択肢を「情報基礎系項目」ワープロ、表計算、

「デザイン系項目」画像処理、CG の制作、「ものづくり系項

目」ホームプリント、年賀状の制作、ホームページ制作と分類

し、それぞれの項目から傾向を分析し考察を行う。 

表.50 

 

２ 4 質問項目の比較 

 本項ではパソコンリテラシーに関する各項目（ワープロ、表

計算、インターネット、E-メール）をアンケート結果から抽出

し、デザインとの関わりのある項目（ホームプリント、画像処

理、CG の制作、年賀状の制作、ホームページ制作）と、対立

軸に据え比較し、「パソコンにインストールされているソフ

ト」、「利用されているソフト」、「利用希望のあるソフト」、

「学習希望のあるソフト」の各ステージで分析を行い、全体的

な相関関係を明らかにする。 

① インストール 

 今までの分析から岐女短の学生は、幾つかのソフトが付属し

て予めインストールされているパソコンを購入している場合が

多く、従って、それらのソフトを所有している割合が高い。こ

れらのソフトの代表的なものとしては、Microsoft Word、
Microsoft Excel 等があげられるが、これは（表.51）ではワー

プロ：385 人、表計算：309 人に分類される。一方、予めインス

トールされていない Photoshop（画像処理：42 人）や Illustrator
（CG の制作：65 人）等のソフトの所有率は低く、パソコンの

初心者が多い岐女短の現状が伺える。 

  

1) 各項目別分類 

 インストールの項目は、現在パソコンにインストールされて

いるソフトを、問 10「あなたのパソコンには、どのようなソフ

トがインストールされていますか。」のアンケート結果を元に、

各選択肢へと分類を行った。その結果、ワープロ：385 人、表

計算：309 人、画像処理：42 人、CG の制作：46 人と云う値を

算定した。 

② 利用状況 

 各ソフトの利用状況に着目をしてみると、情報基礎系項目に

含まれるワープロは 315 人であり、表計算は 203 人となってい

る、ワープロと比較すると若干、表計算の方が利用者が少ない

ものの、多くの人がインストールされているソフトを活用して

いることが分かる。又、これをインストールの数で割った値、

利用率を算定してみると、ワープロ：81.8%、表計算：65.6%、

画像処理：42.8%、CG の制作 14.2%となり、インストール数と

同様の傾向を示している事が分かった。 

 そして次に、利用状況、利用希望、学習希望の各項目を、そ

れぞれ問９「あなたは主にパソコンを何に利用していますか。」、

問 16「あなたは今後パソコンで、どのような事をしたいです

か。」、問 17「あなたは今後パソコンに関して、大学で、どの

様なことについて学びたいですか。」の調査結果と、クロス集

計を行い、各選択肢別に抽出をされたデータを用いて、比較・

考察を行う。（表.51）（表.52） 

 現在ではパソコンを購入した際には、予め OS がインストー

ルされている場合が多く、そして、同時に様々な種類のソフト

も付属されている。その際に、予めインストールされているソ

フトは当然、需要が多いソフトではないかと考えられる。そう

考えると、予め付属されている事が多い、ワープロソフトや表

計算ソフトは元々需要が高いソフトだと云う事になる。そして、

予めインストールをされているソフトは需要が高く、その為、

利用率も高いのだと推測される。 

インストール 利用状況 利用希望 学習希望
ワープロ 385 315 244 187
表計算 309 203 205 172
インターネット 357 333 83
Eメール 154 281 145
ホームプリント 26 187
画像処理 42 18 122 142
CGの制作 65 9 87 141
年賀状の制作 103 166 109
ホームページ制作 15 86 146

③ 利用希望 

 今後の利用希望に着目してみると、ワープロ：244 人、表計

算：205 人、画像処理：102 人、CG の制作：87 人となっている。

そこで、この利用希望者数を現在の利用状況で割った値である

「利用伸び率」を算定してみると、ワープロ：77.4%、表計算

：100.9%、画像処理：677.7%、CG の制作：966.6%と云う結

果になった。 

表.51 
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 この数字だけに着目をしてみると、依然、ワープロの利用希

望数は多い事が分かる。しかし実際には、ワープロの利用希望

数だけがこの表の中で唯一、現状での利用数より数字が低下し

ている、つまり、利用伸び率がマイナスを示しているのである。
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そう考えるとワープロに関しては、今現在、大学で学習してい

る利用者数がピークであり、今後は利用希望者の増加は見込め

ないということになる。つまり、大学に在学中である現状での

ワープロの利用率は 81.8%であるが、これ以上の潜在的な利用

需要は、ほぼ無く、大学を卒業しワープロを使用する機会が減

少した場合、その利用率が低下する事が予想される。 

 又、あまり利用伸び率が高くなかった表計算にしても、ソフ

トを所有していながら利用していない層が、ワープロと比較し

ても多く、利用率が 65.6%と低い為、多少ワープロとは状況が

異なり利用率が伸びる可能性はあるものの、ほぼ同様の傾向を

示している言って良いだろう。つまり情報基礎系の内容は、授

業で学んでいる現在が利用率のピークであり、大学を卒業して

しまえば、その利用率は低下するのである。 

 しかし、デザイン系項目は、画像処理、CG の制作、共に大

きな利用伸び率を示しており、その他の「ものづくり」系項目

も、ホームプリント：719.2%、年賀状の制作：966.6%、ホーム

ページ制作：573.3%の選択肢に於いて、高い伸び率を示してい

る。 

④ 学習希望 

 今後の学習希望について着目してみると、情報基礎系項目で

あるワープロは 187 人で、表計算が 172 人であった。これらの

情報基礎系項目に対する学習希望人数は、全体的にはまだ多い

ものの、やはり利用状況、利用希望と比較すると、かなりの人

数が減少している事が分かる。これを全ての項目にあてはめて

相関関係を調べてみると、ワープロの場合は「インストール＞

利用状況＞利用希望＞学習希望」と、右肩下がりのグラフを描

くことが分かる。これは表計算に於いても、ほぼ似たようなグ

ラフになる為、情報基礎系の全体の傾向と考えて良いかと思わ

れる。（表.52） 

 しかしデザイン系項目の場合は、情報基礎系項目とは逆に画

像処理を 142 人、CG の制作を 141 人が、今後の学習を希望し

ており、それぞれの各項目で人数を増加させている。又、全て

の質問項目との相関関係を調べてみると「インストール＜利用

状況＜利用希望＜学習希望」と、右肩上がりのグラフを描いて

いる。つまりワープロや表計算とは、ほぼ反比例の関係になっ

ている事が分かる。（表.52） 

 以上、ワープロ、表計算、画像処理、CG の制作の４項目に

着目してみると、情報基礎系項目とデザイン系項目の相関関係

はインストール、利用状況、利用希望、学習希望に於いてほぼ

反比例の関係になることが分かった。 

⑤ 考察 

 現在の岐女短の学生は、ワープロ・表計算ソフトを所有して

いる人が多く、その利用率も高い事が分かった。しかし、今後

の利用希望、学習希望となると、その人数は減少をしてしまう。

つまり情報処理基礎系の内容は、大学の授業で使用している現

在が、利用率のピークだと考えられる。 

 又、それとは逆にデザイン系の内容に関しては現在、ソフト

を所有している人は少なく、利用している人も少ない状況が分

かった。しかし、「今後は利用してみたい」という人は多く、

「今後はその為に学習したい」と希望している人は、更に多い

ことが分かった。そういう意味では、デザイン系の項目に関し

て今後、何らかの形で教育をしていく意義は、大きいのではな

いかと考えられる。 

 

３ 高度情報教育への検討 

 以上、現在の岐女短に於いて、情報処理教育にデザインに関

する教育を導入することは、充分に検討する意義があると考え

られる。しかし今後、高等学校で情報科を導入した後に入学し

てくるであろう学生に対して、どの様な意義を持つかは不明で

ある。そこで本項では、情報基礎系の選択肢である「ワープロ」、

「表計算」と、デザイン系の選択肢である「画像処理」、「CG
の制作」の値を合算し、その値に対してパソコンの使用歴と、

「インストール」、「パソコン利用状況」、「パソコン利用希

望」、「パソコン教育希望」の 4 項目からクロス集計を行う。

そして、高等学校で情報科を学習してきた学生を対象とした、

今後の大学に於ける高度情報教育の大枠を示したい。 

 

1) パソコン使用歴からのクロス集計 

 パソコン使用歴別に分類した学生と、パソコンの使用に関す

る２つの項目「情報基礎系」、「デザイン系」の相関関係は、

以下の通りである。 

① インストール（表.53）（表.54） 

 インストールされているソフトの種類（情報基礎系ソフト、

デザイン系ソフト）iv)と、使用歴との相関関係は、以下の通り

である。 

 情報基礎系は C 層（パソコン使用歴：1 年～2 年）をピーク

に、山なりのグラフを描いている。これは使用歴全体のグラフ

の形と、ほぼ同様の形であり、情報基礎系のソフトに於いては、

ほぼ万遍なくインストールされているソフトが活用されている

ことを示している。一方、デザイン系は、データにばらつきが

あり傾向らしいものが見あたらないが、利用者数は C 層（パソ

コン使用歴：1 年～2 年未満）D 層（パソコン使用歴：2 年～3

年未満）が、最も多くなっている事が分かる。 

 又、各層同士の元々の絶対数が大きく異なる為、単純には比

較できないが、F 層（パソコン使用歴：4年～6年未満）の絶対

数に対する割合から判断するならば、F 層では 43.1%の人がデ

ザイン系ソフトを所有しているということになり、他層と比較

してもその割合は高いといえる。 
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② 利用希望（表.57）（表.58） 

表.53   今後、希望しているパソコンの利用方法（情報基礎系、デザ

イン系）と、使用歴との相関関係は、以下の通りである。  

 被調査者全体の使用歴に対する分布は C 層を頂点に、そして

やや低く B 層（パソコン使用歴：1 年未満）を通る山形を描い

ている。そして、使用者全体のグラフとはその山の大きさがか

なり異なるものの、情報系、デザイン系もほぼ同様の山形の分

布傾向を示している。但し、利用状況の傾向でも見られるよう

に、情報基礎系は比較的初心者層が厚く、デザイン系は上級者

層が厚いという傾向の違いが見られる。  

表.57 

 

表.54 

 

① 利用状況（表.55）（表.56） 

 現在、使用されているパソコンの用途（情報基礎系、デザイ

ン系）と、使用歴との相関関係は、以下の通りである。 

 情報基礎系の項目は先に示したインストール数と同様に、C
層をピークに山形を描くグラフとなっている。一方、絶対数が

情報基礎系に比べ少ないものの、デザイン系のグラフは F 層を

ピークに山形を描いている。この両者のピークの山は微妙に頂

点がずれており、使用歴が長くなるにつれて情報基礎系ソフト

から、デザイン系ソフトへと、利用者が推移していく状況がが

伺える。 表.58 

 

③ 学習希望（表.59）（表.60） 

表.55  今後、大学で望まれているパソコン関連の授業内容（情報基

礎系授業、デザイン系授業）と、使用歴との相関関係は、以下

の通りである。 

 

 本項目は先の項目である利用希望を受けた設問である為、情

報基礎系、デザイン系、それぞれに於いて、ほぼ同様の分布傾

向を示した。しかし、先の利用状況、利用希望の設問と比較す

ると情報基礎系で合計人数が減少し、デザイン系で合計人数が

増加していることが分かる。この傾向は、それぞれの比較的上

級者層に現れており、上級者では今後の志向としてワープロや

表計算といった情報基礎的な内容から、より高度なものへと進

んでおり、更にデザイン的な内容へと興味が拡大していってい

ると思われる。 

表.59 表.56 
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表.60 

 

1) 情報教育予測 

 現在の岐女短では B 層、C 層の使用歴の学生が多いが、今後、

情報科を学んだ高校学生が大学に進学してきた場合には、E 層

（3年～4年未満）、F 層（4年～6年未満）、G 層（6年以上）

が、その大半を占める事になるかと思われる。そこで、今現在

の E 層、F 層、G 層に属している学生の志向の分析を行えば、

ある程度、情報科を学んできた学生が入学してきた状況を、推

測出来るのではないかと思われる。 

 そこで現在のパソコン使用歴の分布の内、E 層、F 層、G 層

を抽出し、その分析を行う。E 層、F 層、G 層に於ける、デザ

イン系と情報基礎系の、それぞれの回答者数は、以下の通りで 

ある。 

 利用 利用希望 学習希望 計

デザイン系 16 61 86 163

情報基礎系 131 101 61 293

表.61 

 

 （表.61）を見てみると、現在の利用に関してはデザイン系の

ソフトを利用している者が 16 人に対し、情報基礎系では利用者

が 131 人と、大きな差が現れた。しかし、今後の利用希望では

デザイン系が希望者を 61 人と増加させたのに対して、情報基礎

系では希望者が 101 人と、その数を減少させている。そして、

今後の大学での学習希望では、デザイン系の希望者が 86 人と増

加させたのに対し、情報基礎系の希望者は 61 人と減少し、その

人数に於いて逆転していることが分かる。 

 又、参考としてパソコン初級者も含めた総数での学習希望者

を見てみると、情報基礎系が 359 人で、デザイン系が 283 人と

なっている。そう考えると、パソコンの使用歴が長い上級者で

は、その学習に対する志向が、明らかに初心者と異なっている

事が分かる。 

表.62 

 

 この人数の推移を比率で示したのが（表.62）であるが、利用

者、利用希望者、学習希望者の各項目に於ける、回答者の推移

が良く分かる。 

 この様に高校で情報科を学んできた学生を想定し、パソコン

の使用歴が３年以上の学生を対象とした分析では、デザイン系

の学習希望者が多い事が分かった。又、利用希望者より学習希

望者が多いと云うことは、デザイン的な行為に対し潜在的な需

要があるのにもかかわらず、特殊な行為で難しいと云った理由

から、利用に結びついていないのではないかと思われる。 

 しかし、今回の分析からも分かるように、パソコンを用いた

デザイン的な行為に対しては、潜在的な需要は多いと言える。

又、学生自身がデザイン的な内容の学習を希望している事から

も、今後の大学に於いて、情報教育の中にデザイン的な内容を

導入することは、パソコン使用歴の長い上級者が、大学に入学

してくることを想定するのならば、非常に効果的だと考えられ

る。 

 

おわりに 

 

 拙稿『パーソナルコンピュータの発達とメディアデザインの

変容』v)では、現在パソコンが急速に普及してきている過程に於

いて、デザインを中心とする「ものづくり」が果たした役割に

ついて述べてきた。そして、今後パソコンが広く一般に普及し

家電化した後には、パソコンによる「ものづくり」という行為

も一般に広まる事が予想される為、その様な人々に対しての何

らかの教育の可能性を示唆した。 

 そこで小論では、その様な可能性を検討すべく「デザイン岐

阜市立女子短期大学に於けるパーソナルコンピュータの利用

と、その教育に関する調査」と云う主題に対して、パソコンに

於けるデザインとの関わりの面から論を進めてきた。今回は岐

阜市立女子短期大学と範囲を限定することによって、トピック
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を狭め、問題とその答えを明確しようと試みた。 

 小論では今回アンケートを行った事によって、今後、情報教

育の高度化が必要とされている大学に於いて、学生のニーズの

面から、パソコン教育にデザイン的行為を取り入れる、その意

義を説明できたのではないかと思われる。今後は更に研究を進

め、岐阜市立女子短期大学ではなく、広くその調査対象を拡大

すると共に、岐阜市立女子短期大学でも継続的に調査を行って

いきたいと考える。又、実際にどの様なカリキュラムでパソコ

ン教育の中にデザイン的行為を取り入れていくか、その研究に

ついても進めたい。 
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1) 学校教育に於ける情報教育の充実については、平成 14 年度

からの新しい指導要領では、以下の様に述べられている。文

部科学省編，文部科学白書平成 13 年度，財務省印刷局，2002，

P.428 
① 小・中・高等学校の各学校段階を通じて「総合的な学

習の時間」や各教科などにおいてコンピュータやインター

ネットを積極的に活用する 

② 中学校段階では、技術・家庭科の「情報とコンピュー

タ」を必修とする。また、発展的内容は生徒の興味・関心

に応じて選択的に履修できるようにする 

③ 高等学校段階では、新たに普通教科「情報」を設けて

必修とし、「情報 A」、「情報 B」、「情報 C」の 3 教科

のうちから 1 科目を選択必修とする 

④ 高等学校専門教科「情報」を新設する 

2) 小論では、情報教育の中でも実際に学生がパソコンを使っ

て行う授業を便宜上「パソコン教育」と定義する。 

3) 内閣府編，「平成 13 年度 国民生活白書」，（株）ぎょう

せい，2002，P.117 
4) 今回のアンケートの設問、「問10 あなたのパソコンには、

どのようなソフトがインストールされていますか。（いくつ

でも）」での各選択肢を、以下のように、「情報基礎系ソフ

ト」と「デザイン系ソフト」に、分類を行った。 

 情報基礎系ソフトは次の通りである。「①Microsoft Word、
②Microsoft Excel、⑥JUSTSYSTEM 一太郎、⑦EG ワード」 

 デザイン系ソフトは次の通りである。「⑥JUSTSYSTEM
花子、⑧Adobe Photoshop、⑨Adobe PhotoDeluxe，Adobe 

PhotoshopElements 、 ⑩ Adobe Illustrator 、 ⑪ Adobe 
PageMaker 、⑫ Adobe InDesign 、⑬ QuarkXPress 、⑭

Macromedia Director、⑮Corel Painter、⑯Corel DRAW、

⑰PaintShop」 

5) 久保村里正，「パーソナルコンピュータの発達とメディア

デザインの変容 －パーソナルコンピュータの歴史からみる

検討と課題－」，『岐阜市立女子短期大学研究紀要 第 52 輯』，

岐阜市立女子短期大学，2002，p.209-p.224    
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